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新川小のルーツを歩く  西深井、平方コース            2023/10/15 田村哲三  

 

西深井 不動堂 不動明王を祀った御堂  

・明治６年２月１日 深井小学校開校。同年１１月まで授業を行うも手狭になり同年１２月に西深井浄 

観寺に移動。 教室の広さ/５坪 、先生/岡田伝左衛門、 生徒数/不明も教室の広さから１５人前後と

推定。入学年齢は満６歳に達した者とされたが、実際には７歳や８歳での入学者もいた。 

 

西深井 浄観寺 創建 1624 年、真言宗、本尊・薬師如来。十一面観音午年御開帳（観音堂） 

・明治６年１２月１日から明治２０年３月まで深井小学校が置かれた。 教室の広さ/２０坪 明治１６

年１０月増設で/２６・５坪。 

・明治８年４月の生徒数/男子４６名・女子２名 （3 学年合計）。１学年の平均１６人、ただし２学年、 

３学年と進むにつれ退学者が出たと推定される。 同 9 年 4 月の生徒数/男子 36名・女子 2名。 

 女子が少ないのは当時の女子教育への関心度の低さと、６歳ぐらいになると自宅での子守や家事手伝

い、他家へ奉公に出るものが多かった。男子においてもけして多いとは言えない。男子の場合は農家の

働き手として重要な労働力 であったので、親側も積極的に就学させることはなかった。また、経済的

な問題もあった。当時の学費（月謝）は学校により異なるが、大体３０～５０銭であった。今の金額に

すると７千円以上になる。これでは当時の農家ではかなりの負担であった。それ故、入学しても 1 年

や 2 年で退学する者が多かった。 

・明治 14年 4月の生徒数/男子 51 名・女子 12名。 

・明治２０年４月１日 平方福性寺に移動して平方尋常小学校となる。ただし平方尋常小学校の分教場

として一部生徒の授業を継続した。また、明治２２年、平方尋常小学校と南尋常小学校が合併して新川

尋常小学校が設立されたが、校舎がなかったので福性寺、浄観寺は分教場として授業を継続した。 

・明治２８年４月 新川尋常小学校の解散に伴い西深井尋常小学校を開校。 

・明治３５年 再び新川尋常小学校の設立に伴い西深井尋常小学校は消滅するも、新川尋常小の校舎がな

いので分教場として授業を継続。 

・明治３７年７月 新川尋常小学校の新校舎完成に伴い浄観寺は学校としての使命を終わる。以上のこと 

から明治６年１２月から明治３７年７月まで約３１年間、呼び名は変わったが学校教育の場であった。 

 

・西深井 長堀あきさんの談話（９２歳の時） 

私は明治３２年の春、浄観寺の西深井小学校に数えの９歳のとき入学した。それから４年間、本堂で勉強し 

た。１年目は月謝を納めたが２年目から無料になり義務教育になったが、今のように誰でも学校に行くこと 

はなく、とくに女子の友達はあまりいませんでした。南小学校とは交流がありました。 

 

平方 福性寺 創建不詳、真言宗、本尊・大日如来。 

・明治 20年 4月 尋常小学校制に伴い平方尋常小学校開校（4 年制）。教室の広さ/７・５坪 

・明治 22 年 4月 新川村の誕生に伴い新川尋常小学校が設立されて同校は消滅。ただし新川尋常小学校 

の校舎はなかったので、分教場として従来のまま授業を継続。 

・明治 28 年 4月 新川尋常小学校解散に伴い西深井尋常小学校が浄観寺に開校。分教場になったかどう

かは不明。 

 

・ぼけ封じの寺 関東三十三観音第 8 番札所（市内唯一） 

・流山七福神の寺（毘沙門天） 

・聖徳太子講の碑（新川村職工組合） 聖徳太子は建築業者の守り神 
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新川小のルーツを歩く 南コース                          2023/10/22  

 

南不動堂（旧西善院） 不動明王を祀った御堂    

・明治 6 年 4 月 南小学校開校、教室の広さ/19 坪、先生/林元章、生徒数不明。 

・明治 8 年 4 月 生徒数/男子 47名・女子 9 名 

・明治 8 年、9年の月謝無料 

 明治７年は有料で明治１０年からはまた有料になる。なぜ２年間が無料だったのか。それは学資として 

学区内の有力者が多額の寄付をしたからである。その額３１２円７５銭。では、この金額で生徒の学費 

を賄いたのか。残念ながらM８，９年の月謝の額は不明だが、７年の南小の学費１９銭をもとに算出 

すると、 

８年の生徒数５８人×１２×１９銭＝１３２円２４銭  

９年の生徒数７５人×１２×１９銭＝１７１円    合計３０３円２４銭 で、寄付金の額はほ 

ぼ２年間の学費に近く、他に先生の給料を加えると２年間で使い果たしたことになる。 

・明治 13年 12 月 学区変更により流山小学校分校南小学校となる。 

・明治２0年 4月 尋常小学校制（4年制）により南小学校簡易科となる。3 年間は 3 年制の簡易科が 

認められた。 

・明治 22年 4月 新川村の誕生に伴い新川尋常小学校が設立されて消滅。ただし新川尋常小学校の校 

舎がなかったので、分教場として授業を継続。 

・明治 28年 4月 校舎のなかった新川尋常小学校は解散。それに伴い南尋常小学校が誕生。 

・明治 35 年 4 月 新川尋常小学校が再設立されるに伴い消滅。ただし新校舎ができた明治 37 年 7 月まで 

分教場として授業を継続。新川尋常小の校舎完成に伴い、明治６年以来３１年間続いた学校教育の場は

終了する。 

 

周辺の史跡 

現西善院 

神明神社 1667 年創建とされる。天照大神を分霊 千庚申塔はじめ多くの石仏、ご神木根株など 

香取神社 769 年の創建とされる。由緒碑、俳句の刻まれた庚申塔、ご神木の幹、桐伝説、足止めの狛犬な

ど。 

 

 

新川小学校  両コース共通 

・明治 22 年 4 月 新川村の誕生により新川尋常小学校が設立される。ただし校舎がないため平方福性寺

と南不動堂を分教場として授業を行う。 

・明治 28年 4月 新川尋常小学校は解散する。 

・明治 3５年７月 再び新川尋常小学校が設立される。ただし、校舎がないため、西深井浄観寺と南不動 

堂を分教場として授業を行う。同年の学級編成は下記の通り。先生は各教場とも３人。（流山市史） 

西深井教場/１学級・１学年男４３人   

 ２学級・１学年女６１人  

      ３学級・２学年男３０人、女３４人 

      ４学級・３学年男１６人、女１１人 ４学年・男１６人、女１５人 

南教場/  １学級・１学年女６２人 

   ２学級・１学年男２５人、２学年男１３人、女２５人 
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      ３学級・３学年男１５人、女１６人 ４学年男２２人、女１０人 

           ４学級 なし                        男 180 女 234 計 414 

上記から明治３５年度は女子の１年生が多い。男女出生の違いか。女子の入学年齢が遅れた（7歳、８

歳で入学）ことや留年が多かった可能性もある。また、学年が進むと男子女子ともに就学者が半減、半

減と減少しているのがわかる。すでに４年間の義務教育、学費無料が実施されていたが児童が労働力で

あった農村地帯の事情が垣間見られる。寺の本堂の限られたスペースでどのような教室割がされたか

不明。１分教場３０坪前後のスペースを考えれば資料に疑問も残る。なお、新川小学校沿革史によれば

明治３５年度の入学者数は７５人で、前記の１年生合計１９１人と大きな違いがある。 

・明治３６年４月 生徒数/男子 171 人・女子 217人、合計３８８名 

 新川小沿革史によると同年度の入学者は男子２４、女子２５人、計４９人とある。前３年と合わせると 

４学年の合計は２４６人となり３８８人との違いがある。１４２人の差はなにか。 

・明治 3７年 7月 24 日 新校舎が完成。校舎の広さ/214 坪、運動場/1590 坪 ９学級 

 新川小沿革史によれば同年度の入学者数は６３人、高等科入学２８人とある。 

・同 11 月 新川尋常高等小学校となる（2年制の高等科） 

・明治 38年３月 高等科を 4 年制に変更 

・明治 41年 4月 義務教育を 4年から 6 年に変更（高等科 2 年） 

・明治 43年 4月 校舎増築完成 校舎の広さ/301坪、運動場/1243坪 

・明治 44年 4月 生徒数/男子 262 人・女子 23９人 計 501 人、11 学級 

 新川小沿革史には同年の入学者７２人、高等科入学３１人とある。６年間の入学者合計は４５１人、高 

 等科年２年間の合計入学者は５１人、計５０２人で、この年代になると義務教育の６年間はほぼ就学が 

 守られていた。義務教育でない高等科進学は半数以下であった。 

 

・荒井元久さんの談話（81歳の時） 

明治 42 年 4 月、数え 8 歳で新川尋常小学校に入学した。その頃は家の手伝いをしながら学校に行くのが普

通でしたから、毎朝、家業のお煎餅を学校の近くの店に届けながら通った。女子では小さい子をおぶって通

う子もいました。クラスは男女別でした。 

 

男女 7歳にして席を同じうせず 

明治１２年、「学校においては男女別学、ただし小学１，２年はこの限りでない」 

明治２４年、「小学校の学級編成で女子の人数が十分であれば男女別学、ただし１，２年生は例外」 

 寺の本堂では男女別学は、かなり困難であったのではないか（明治３５年の学級編成参照）。 
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附 

 
学区 

・明治 10年 

深井小学校（西深井、東深井、深井新田、平方、平方村新田、平方原新田） 

南小学校（中野久木、北、小屋、南、上新宿、桐ケ谷、上貝塚、下花輪、谷、上新宿新田） 

・明治 17年 

深井小学校 28 番小区（西深井、東深井、深井新田、平方、平方村新田、平方原新田、中野久木） 

南小学校 27 番小区（三輪野山、桐ケ谷、南、北、小屋、大畔、初石新田、大畔新田、上貝塚、谷、上新宿、

上新宿新田、下花輪、駒木、駒木新田、十太夫新田、青田新田）  下線は私立鏑木学校（駒木新田）の

学区でもあった。 

・明治 22年 新川村 

 

学年 

・明治 13 年（初等科 3 年、中等科 3 年、高等科 2 年の８年制） 

 当時、南小学校の先生であった鈴木吉兵衛家に残されていた関係資料によると、小学校は上等 4 年、下等４ 

年の８年制であった。これは千葉県における二分方式であったと思われる。ただし、南小学校での実態は 3 

年制で深井小学校も同様であったと思われる。中には３年終了後、流山尋常高等小学校に通う者もいたとい 

う。 

・明治 20 年 4 月 尋常小学校 4 年制（義務教育） 明治 23 年まで 3 年制を認める。 

尋常高等小学校（4 年制） 

・明治 40 年 4 月 尋常小学校 6 年制（義務教育） 

          尋常高等小学校 2 年制  

 義務教育が６年に延びたことで高等小学校に入学する者が減少した。それまでも高等小学校に入学するも 

 ２年ぐらいで退学していたという。 

 

学費 明治７年 ８，９，１０年の資料なし 

南小・１９銭 加村小・５５銭 流山小・１円１０銭 西平井小・４３銭 木村小・１円１１銭 

野々下小・２７銭 前ヶ崎小・３５銭 深井小・資料なし 

流山小、南小、野々下小は M８，９年無料 

 

先生給料 

明治７年 ７校とも４円５３銭 深井小・資料なし 流山小先生（３） 

明治８年 不明 

明治９年―１０年（ ）内先生数 

深井小・１０円（１）―９円（１） 南小・１４円（２）―１４円（２） 加村小・９円（１）―７円（１） 

流山小・９円（２）―１３円（３） 西平井小・９円（１）―6 円（１） 木村小・6 円（１）―4 円（１） 

野々下小・7 円（１）―４円（１） 前ヶ崎小・7 円（１）―４円（１） 

＊以上ノ数字は未確認につき参考まで。 


